
財務諸表に対する注記

1．継続事業の前提に関する注記

なし

2．重要な会計方針

（1）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産…・定額法による減価償却を実施している。

（2）引当金の計上基準

貸倒引当金…‥未収金の貸倒損失に備えるため、期末債権残高に一定率を乗じて貸出した金額を計上し

ている。

退職給付引当金‥・職員の退職給付に備えるため、期末退職給付要支給額に相当する金額から中小企業退職

金共済給付額を控除した金額を計上している。

（3）リース会計基準適用初年度以前のファイナンス・リース取引関係

引き続き通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適応している○

（4）消費税の会計処理

消費税の会計処理は、税込み方式によっている。

3．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　　　目 ���ｩih�8ﾘ"�当期増加額 �9hｯｨﾋ淫ﾘｧ｢�当期末残高 

退　職　給　付　引　当　資　産 ����3����3C3r�255．306 ���11．055．743 

退職給付引当積立資産 祷�CC#8�CcCR�1，164，000 ���10．587．645 

減　価　償　却　引　当　資　産 ����3S���Cs�B�376，723 ���10．896，427 

固定資産取得積立資産 滴�C#sx�3����0 ���4，277．000 

財政運営資金積立資産 �#x�C�C(�3����0 ���27，142．000 

合　　　　　計 田(�C�c(�3sッ�1，796，029 ���63，958．815 

4，特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　　　目 �9h��ｯｨ��ih�8ﾘ"�（うち指定正味財 ���*H+�ｩLｩ�9j�ﾞ��（う　ち負債に 産からの充当額） 伜�*�.x,ﾈ�9hｧｨ�｢�対応する額） 

退　職　給　付　引　当　資　産 ����3�SX�CsC2�－ ��ﾂ�（11．055．743） 

退職給付引当積立資産 ����3Sベ�3cCR�（10．587，645） ��－ 

減価　償却　引　当　資　産 ����Cンh�CC#r�－ ������3ンh�CC#x�｢�－ 

固定資産取得積立資産 滴�C#sx�C����－ ��滴�C#sx�C����｢�－ 

財政運営資金積立資産 �#x�3�C(�3����－ ���#x�C�C(�C����｢�－ 

合　　　　　計 田8�3鉄��C��R�（10，587，645） ��鼎(�C3�X�CC#x�｢�（11．055，743） 

5．固定資産の取得価格、減価仰却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び期末残高は、次のとおりである。　　　　　　　（単位：円）

科　　　　　目 偃h��;���廁��ｦ��減価償却累計額 �9hｯｩih�8ﾘ"�

車　　両　　運　　搬　　具 滴�3#�(�CイR�4，202，833 ��"�

什　　　器　　　備　　　品 度�CcC��3S#��6．693．594 涛SX�C�3B�

合　　　　　計 ����Cゴ(�C3s2�10．896．427 涛SX�C鼎b�



6．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。　　　　　　　　（単位：円）

補助金等の名称 佰���WH���"�前期末残高 �9hｯｩ�ﾘ��ｧ｢�当期減少額 �9hｯｩih�8ﾘ"�貸借対照表上 の記載区分 

補助金 連合交付金 （国庫補助金） ��佰hﾞ��ｩ8ﾈｹ��+X+(,hﾞ�&2�0 度�3����C����7，100．000 ���－ 

市補助金 兀��h�2�0 鼎X�3S��33�b�45，589，306 ���－ 

福生市 祷�CC#8�CcCR�1，164，000 ���10，587．645 倡y.��9j�ﾞ�蜥�

合　　　　　計 �9．423．645 鉄8�Cゴ8�33�b�52，689，306 ����3Sベ�CcCR� 

7．退職給付関係

（1）採用している退職給付制度の概要

退職金規程にもとづく退職一時金制度を採用しております。

（2）退職給付債務及びその内訳

①退職給付債務　　　　　　　　　　　　　　　11，055．743円

②退職給付引当金

（3）退職給付費用に関する事項

①勤務費用

②中小企業退職金共済掛金

11．055．743円

255，306円

1．368．000円

（D退職給付費用 1．623．306円

（4）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の算定に当たり、簡便法の採用を基本としておりますが、職員退職金支給規程及び長期勤続職員

等の退職の特例に関する基準に基づく期末要支給額から中小企業退職金共済給付額を挫除した金額を退職給付引

当金に計上しております。

付属明細書

特定資産の明細及び引当金の明細については、財務諸表の注記に記載しているため省略


